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	応用
	抗原情報
	背景
	MUC13などの上皮ムチンは、管状および腺状上皮組織によって発現される分泌型および細胞表面糖タンパク質ファミリーです（Williams et al., 2001 [PubMed 11278439]）。[OMIM提供、2008年7月],機能：細胞シグナル伝達において役割を果たす可能性のある、上皮および造血膜貫通ムチン。,PTM：おそらく最初のEGFドメインとSEAドメインの間で、αサブユニットとβサブユニットの2つのサブユニットに切断されます。βサブユニットには細胞質末端が、αサブユニットには細胞外末端が含まれます。二量体へのホモオリゴマー化は、鎖内ジスルフィド結合に依存します。,PTM: 高度に N 型グリコシル化されています。,類似性: 1 つの SEA ドメインを含みます。,類似性: 3 つの EGF 様ドメインを含みます。,細胞内局在: 可溶性形態としても存在します。,サブユニット: ベータサブユニットのホモ二量体です。,組織特異性: 上皮組織、特に大腸や気管などの消化管や呼吸器系の組織で多く発現し、次いで腎臓、小腸、虫垂、胃で多く発現します。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	MUC13抗体を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	MUC13抗体を用いたパラフィン包埋ヒト大腸癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	MUC13抗体を用いた293細胞、HeLa細胞、およびCOLO205細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：1000に希釈したムチン13ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析
	

	1：1000希釈のムチン13ポリクローナル抗体を用いたCOLO205細胞のウェスタンブロット解析

